
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 937回(3月 5日)例会の記録  
 

点 鐘     若松泰誼会長  
合 唱     国歌斉唱、奉仕の理想 
第２副ＳＡＡ  石川君、片山君 
卓話講師    大生病院・放射線科  

山本 拓様 
※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
30名 25名 83.33％ 92.86％ 

 

  会長の時間         若松会長 
「殺さなければ成らなかった理由」 
今回も宮崎の話をさせて

いただきます。 

早いものであれからもう

3年近くになりますが、平成

22 年 8 月 27 日、129 日間に

およんだ口蹄疫との戦いが

終息しました。口蹄疫はな

ぜ流行したのかと言う事は

別問題として、健康な牛や豚を含め、約２９万頭

が日本の家畜産業を守るために犠牲になりました。

最後に殺処分されたのは｢生かしておくことが宮

崎県の畜産業の為になる｣と殺処分を拒み続けて

きた薦田長久(こもだながひさ)さんが飼育する６

頭の｢民間種牛｣でした。別名｢スーパー種牛｣です。 

殺処分される日、長年自分たちの生活を支えて

くれた事の感謝の気持ちを込めて薦田さんは６頭

の牛に花束を贈られました。 

 
当時、宮崎は東国原知事でこの模様は全国で放

送さ、その映像を見た時に私も胸が熱くなりまし

た。タレントの武田鉄矢さんがこの映像を見て「日

本の畜産業の方々の心の優しさに胸を打たれまし

た。飼い主が牛に花束を捧げるというこの倫理観

の高さに圧倒されました。」と話しておられまし

た。今までも好きなタレントでしたが更に大好き

なタレントさんに感じました。 

終息が宣言された日、当時与党民主党の枝野幹

事長が宮崎入りし、被害農家の方々を前に「今回

の口蹄疫は単なる災害や病気ではなく、社会的現

象と捉えている」と余り理由の分からない事を話

されていましたが、その場に口蹄疫の第一例目を

発見し、家畜保健所に通報した獣医師の青木淳一

さんが幹事長に次のように訴えられたました。 

｢口蹄疫が何故、国を滅ぼすと言われているのか

と言うと、国の経済を揺るがす問題だからです。

そしてそれを止めたのはこの農家の方々です。国

を守る為にワクチンを打って殺処分したのです。 

・・・宮崎が国を守ったんです。だからこれから

の復興も国策として取組んで下さい。」と、よく

よく話を聞いてみると 

①口蹄疫は人に感染しない。 

②口蹄疫に感染した牛の肉を食べても問題無い。 

③口蹄疫は感染してもその牛が死に至る確率は

非常に低い。 

④口蹄疫は治る病気である。 

と言う事が分かりました。 

途上国では口蹄疫の牛が出ても 暫く放ってお

くと治ってしまうそうです。つまり、口蹄疫はそ

れほど怖い病気ではない。だったらなぜあんなに

躍起になって殺さなければならなかったのか？ 

青木さんの言わんとする「口蹄疫は国の経済の

問題です」の答えは次のようになります。 

世界の畜産国は口蹄疫ウィルスが国内に居ない。

｢清浄国｣と国内に居る｢汚染国｣に区分されている。

口蹄疫は人間には無害なので｢汚染国｣でも牛肉を

国内では流通させているし、輸出もしている。だ

が、国際的な取り決めで｢汚染国｣の牛肉は｢清浄

国｣には輸出できない。｢汚染国｣同士で取り引きす

る事になる。殺処分せず、ワクチンだけ打って畜

産業を続ける道もあった。そうすると日本は「汚

染国」になる。汚染国になると他の｢汚染国」から

安い牛肉が大量に入ってきて牛肉の価格破壊が起

きる。 そうなった場合、日本の畜産農家は壊滅、
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ひいては日本経済も大打撃となる。 そういう事

になるんだそうです。 
 
 
 
 
 

 

そう言う意味で、約２９万頭の牛や豚の犠牲と畜

産農家の苦悩と涙の上に日本の畜産業が守られた

と言っても過言ではないかと思われます。 

武田鉄矢さんが言われた「生産者の高い倫理観」

は私達消費者の立場でも「食の倫理観」が求めら

れているような気がしてなりません。 

その後の話になりますが、口蹄疫終息後まもな

くして東北地方を襲った大地震が発生しました。

宮崎の畜産農家の人達はそれを見て「自分たちよ

りも更に過酷な環境の方たちがいる。これ位では

負けられない」と一念勃起されました。 

あれから２年、昨年の牛の品評会で宮崎牛は 9

種類の品評の内、４種類で日本一に返り咲きまし

た。 

 
畜産農家の努力に乾杯です。 

ありがとうございました。 

 
 

  幹事報告                稲見幹事 
(定例理事会)次の件が審議・承認されました。 
(1) 3・4月プログラム承認 
(2) 次年度ガバナー訪問について(ＩＭ方式で) 
(3) 中井ガバナーエレクト卓話について 
1. リスボン国際大会｢23,000 人の出席者チャレ
ンジ｣について 

2. ポリオ・プラス最新情報について 
3. 中井ガバナーエレクトの対応について 
4. 次年度地区予算について 
5. 狭山 RC大河原会員のご尊母様訃報について 
6. 青少年を育てる狭山市民会議理事会開催につ
いて 

7. AS狭山エレファン狭山 FC後援会、理事会・
定期総会・選手壮行会開催について 

8. 途上国向け浄水装置のご紹介について 
9. 受贈会報 所沢西ＲＣ 

10. 例会変更  入間南ＲＣ  所沢ＲＣ 
11. 回 覧 物 難民を助ける会ＡＡＲニュース 
 
 
 

  委員会報告    
ゴルフ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 沼崎委員長)

 ゴルフの会を４月９日(火)９：０３分スタート、
武蔵カントリークラブ笹井コースで行いますので、 
是非、多くの方々、関係者の方々、ご家族はもち

ろんです。参加をよろしくお願い致します。 
 
親睦活動) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 益子委員長)

 ４月９日(火)、ゴルフの後のお花見夜間例会です
が、東武サロンのこの部屋で行う予定です。開花

予想ですが３月２５日ですので、東武サロンによ

ると、間違いなく散っているだろうということで

す。ゴルフの成績発表等ありますので、楽しくや

りたいと思います。大勢の参加をお願い致します。 
 
 
ＩＭについて) ) ) ) ) )

栗原(成)ＩＭプレゼン担当実行委員)

 ３月９日(土)、第 3 グループＩＭですが、私が
国際奉仕委員長として、モンゴルへ行って来た報

告を約 10分間、狭山中央ＲＣの代表としてプレゼ
ンテーションすることになっております。2月 14
日に本来ならば練習会があったのですが、私は出

席できませんでしたので、これから一生懸命練習

して、恥をかかないようにしたいと思っておりま

す。協力お願い致します。 
 11月に皆さんが女川に行って頂きまして、大変
ありがたかったのですが、その時、私の持って行

ったビデオを、狭山ケーブルテレビが貸して欲し

いと言うことで、貸したところ、映像を流すだけ

ですと何のことか分からないので、ナレーション

も担当することになりました。3 月 15 日～21 日
までの一日 4 回放映されますので、ご覧になって
ください。 
放映時間 ６：３０、１２：００、１６：００ 

     １９：００、２３：００ 
 
 
「外来卓話」・・・・・・・・ 
…はじめに…   寶積会員 
今日の卓話は、若干私共病院の宣伝のような所

がございまして、何となく恥ずかしい気もするの

ですが、私共の病院はかなり以前から高額医療機

器を導入致しまして、診療の質の向上、あるいは

防衛大や埼玉医大、近隣の病院や診療所にその機

器の共同利用をお願いし、職業を通して地域の医

療の向上に努力してまいりました。 
今回、まだ職員にも発表していないのですが、5
月の初め位から、日本にも数台しかなく、臨床に

使うMRIでは世界一というオランダ PHILIPS社
の「Ingenia3.0T」を導入することになりました。
ロータリーが初めてのお披露目となりますので、

宜しくお願い致します。 
 



『3.0T MRI・世界一のMRI装置について』)
) ) ) ) ) ) ) 大生病院放射線科 山本 拓様 

) 3.0T MRI は、世界一の MRI 装置となります。
当院ではこれまで 1.5T MRI装置が 1台稼働して
おりましたが、この度フィリップス社製

｢Ingenia3.0T｣を導入し、MRI 装置更新の運びと
なりました。今回導入の MRI 装置も含めまして、
現在当院では多数の画像診断装置を完備しており

ます。初めにこれら画像診断装置のご紹介をさせ

て頂きたいと思います。 
まず、画像診断装置としては最も親しみのある

｢レントゲン撮影装置｣です。熱が出た、お腹が痛

い、手や足をぶつけた等、まず病院で患者様がど

のような状態なのかを診断する為の手段で、第一

選択となるのがレントゲン撮影装置です。放射線

である X線を利用し、画像を描出します。一番シ
ンプルですが、風邪の症状や骨の状態等の把握に

は検査時間も早く、有用な検査です。 
次に｢透視撮影装置｣です。主に消化器系の食道

や胃の状態を把握します。バリウムと言う、レン

トゲン写真上で白く写る薬を患者様に飲んで頂き

まして、検査を行います。X 線を照射し、リアル
タイムで観察ができます。その為、消化器系の検

査だけではなく、骨折された方の整復等にも利用

できます。 
｢乳腺撮影装置｣は、一般的に｢マンモグラフィ｣

と呼ばれる検査で、乳房の撮影を専門とする装置

です。X 線を利用しますが、レントゲン撮影装置
より脂肪組織と乳腺組織の判別に優れ、約

0.1~0.2mmレベルの微小石灰化や腫瘤描出等、手
で触ってもわからないような早期病変の発見が可

能となります。また当院では、昨年平成 24年に、
狭山市の乳がん検診で市内指定病院となりました。

｢マンモグラフィ｣認定医師と認定放射線技師を配

置し、より高精度な検査をご提供できます。 
｢64 列マルチスライス CT｣は、X 線を利用し、
全身領域の任意の断面像を描出できます。レント

ゲン撮影よりもっと詳しく状態を知りたい時など、

精密検査に有用です。64列マルチスライスとは簡
単に申し上げますと、同時に多くの写真が撮れる

ということです。以前の CT 装置はシングルスラ
イスと言って 1枚 1枚写真を撮影しておりました
が、それに比べると検査時間も大幅に短縮され、

一度に撮影できる範囲が以前は頭だけ、胸だけで

あったのが、全身を 1 回で撮影することも可能で
す。また飛躍的に撮影スピードが速くなったこと

で、心臓のような絶えず動いている臓器でも写真

がぶれることなく、正確に撮影することができま

す。現在当院の高度医療機器でもメインの精密検

査機器がこの｢64 列マルチスライス CT｣となりま
す。 
これまで紹介してきた画像診断装置は X線を利

用し写真を撮影するものでしたが、次にご紹介す

るものは｢超音波診断装置｣です。その名の通り、

超音波を利用して画像を作成する機械です。プロ

ーブと呼ばれる機械を体に当て超音波を発生させ、

反射して跳ね返ってきた超音波を画像処理し、診

断を行います。超音波はこれまでご紹介してきた

放射線機器とは違い、使っているものは音となり

ます。その為被ばくがなく、非侵襲的な検査が行

えます。しかし超音波は、空気や硬い物には弱く、

肺や骨等、描出は困難というデメリットがござい

ます。また腸内ガスの影響を受けますし、体の深

い部分までは超音波が届かないという弱点もあり

ます。 
次にご紹介する｢MRI装置｣が今回近代科学の詰
まった最新鋭の装置へと更新になります。これま

では｢1.5T MRI装置｣でしたが、今回導入するのは
｢3.0T MRI装置｣というものです。これまでご紹介
してきたレントゲン、透視、乳腺、CT 装置は X
線を、超音波診断装置は超音波を利用していると

お話致しましたが、MRI装置とは一体何を利用し
ているのでしょうか？ 

MRIとは｢Magnetic Resonance Imaging｣を略
した名称です。Magneticは磁気、Resonanceは共
鳴・響き渡るという意味です。皆様ご存知のりそ

な銀行の｢りそな｣はこの響き渡るが名前の由来で

もあります。そして Imaging は画像。よって｢磁
気共鳴画像診断法」、こちらが日本語での略称とな

ります。MRIは強い磁石と電波を利用して、共鳴
させ画像を作っております。MRI装置は複雑な構
造原理をしておりますので、ここでは省略させて

頂きますが、画像を作るのに使用しているのは「磁

石」と｢電波｣ですので、被ばく等の心配がない非

侵襲的な検査です。 
先ほどご紹介した「レントゲン装置」や「CT装置」
等、「MRI 装置」はどれも写真を撮る機械で、一
つ検査をすれば良いではないかとお思いかもしれ

ませんが、そうではなく、どれも決まった用途で

使い分けていく必要があります。一番わかり易い

レントゲン写真と MRI 写真の画像を比較して見
ていきます。 
これは左膝のレントゲン写真です。一見して骨

も折れていないですし、正常そうな膝の写真に見

えます。しかしこの方、「変形性膝関節症」と診断

されております。ではこれの決めてとなりました

MRIの画像を見てみます。 
MRIの画像に白い影が映っておりますが、これ



は水です。MRI は水
を白く写すことがで

きます。軟骨や半月

板がすり減り、炎症

を起こし、水が溜ま

っている様子を現し

ております。これが「変形性膝関節症」となりま

す。 
続いて腰のレントゲ

ン写真です。これも一見

して正常に見えますが、

この方は「腰椎椎間板ヘ

ルニア」と診断されてお

ります。MRIの画像を見
てみますと、白く写って

いる所が脊髄になりま

すが、脊髄は髄液で満たされておりますので、こ

のように白く写ります。そしてこの椎間板（椎体

と椎体の間）だけ、他の椎間板と比べ少し後ろに

出っ張っているように見えます。これが「腰椎椎

間板ヘルニア」、椎間板が押し出され、後ろの脊髄

を圧迫しています。脊髄には無数の神経が通って

おりますので、腰に激痛が走ったり、足に痺れを

感じたり致します。 
｢レントゲン装置」は短時間検査、大まかな情報、

｢MRI装置」は脳や関節といった軟部の精密検査、
｢CT 装置」は肺や骨、出血性の病変の精密検査と
それぞれにメリットがあり、どの装置も使い分け

ていく必要があるのです。 
では新しいMRI装置の
ご紹介をさせて頂きます。

このMRIはフィリップス
社製「Ingenia3.0T」とい
う装置で、現状臨床現場

で利用されているMRIの
中でも最新鋭、世界一の

MRI装置です。 
この表は医療機器業者間

でしか認知されていない情報なのですが、世界で

3.0T の MRI 装置をシェアしているのが大体フィ
リップス社、シーメンス、東芝、GE の 4社です。
それぞれ第一世代、第二世代、第三世代と 2000
年から開発が進みまして、フィリップス社だけが

第四世代、超未来型 MRI 装置に進化致しました。
この地域で申しますと、防衛医科大学病院は第 3
世代の「Achieva」という装置を研究用として使用
しておりますが、当院はこの上の第四世代、

「Ingenia3.0T」を臨床用として使用していきます。
つまり当院をご利用される地域の皆様には、世界

一のMRI装置で検査をして頂けるのです。 
この装置をご案内する上で、まず初めにご注目

頂きたいのは、このMRI装置が「3.0T（3テスラ）」
であることです。T（テスラ）とは磁束密度の単位
のことで、簡単に言えば、磁石の力の単位です。

もう一つ磁石の単位で G（ガウス）というものが

ありますが、皆様も耳

にされたことがある

と 思 い ま す 。

1T=10,000Gです。通
常市販されている磁石が 1,000G～2,000G 程です
ので、今回導入されるMRIの磁石の力は、普段目
にする磁石の 20 倍～30 倍の磁力があります。臨
床現場で最も多く使用されているMRIで、当院で
もこれまで稼働していた MRI は 1.5T、今回導入
の「Ingenia」はこれまでのMRIの 2倍の磁力を
持っているのです。 
それでは、磁石の力が強いとどのような恩恵が

あるのかご説明したいと思います。3.0Tはズバリ
画像が違います。 
この画像は頭部の血管を描出したものですが、

左が 1.5T、右が 3.0T です。血管の描出能力が明
らかに違うことがお分かり頂けるでしょうか？そ

して従来のMRIより改善された点として、患者様
が寝るスペースが広くなりました。MRIの欠点と
して、閉所恐怖症の検査中の閉塞感に耐えきれず

検査が行えない、また体格が大きい患者様は中に

入ることができず

に、検査が行えな

い等ありましたが、

今回導入される

MRI装置は、この
検査スペースを広

く設計しており、

これにより開放感ある検査をご提供できるように

なりました。これだけ聞くと、最初から広く設計

すれば良かったではないかとお考えになるかもし

れませんが、そうできなかった理由がありました。 
MRI装置は磁石の力を利用しているとお話致し
ましたが、厳密に言えば、磁石の力によって引き

起こされる磁場を利用しております。この磁場が

安定して均一性を保てるかどうかが、画像の良し

悪しに関わってくるのです。寝台の空間が広けれ

ば広いほど磁場の均一性を保てなくなり、画像の

劣化が起こってしまします。しかし今回導入の

｢Ingenia」は、この空間を広げても磁場の均一性
を保つことに成功致しました。この磁場の均一性

を保つシステムは、「Ingenia」では多くの最新シ
ステムの極一部の物で、他にも画像を良くするた

めのシステムが多数搭載されております。実際に

従来の MRI画像と「Ingenia」で得られる画像、
どれだけ違うのか見ていきたいと思います。 
画像は乳房の写真です。乳房は通常、脂肪は黒

く描出されなければなりません。しかし従来の

MRI写真では、脂肪を黒く抜くのが非常に困難で
す。それに比べて「Ingenia3.0T」は脂肪を黒く抜
いているのがわかります。また従来MRI装置での
画像では乳腺組織と脂肪を判別しなければならな

いのに、なかなか診断ができないという現状がご

ざいました。しかし「Ingenia3.0T」の画像では、
脂肪、乳腺組織、腫瘍とはっきりと区別すること



ができます。従来のMRI装置では、脂肪はなんと
か黒く出来るかもしれませんが、乳腺組織と腫瘍

の鑑別が非常に困難となっております。従来の

MRI装置では、乳房撮影事態診断能力に乏しいと
いう問題がありまし

たが、「Ingenia」で
は細部まで鮮やかに

描出でき、病変を見

逃しません。これま

では乳がんなどの画

像診断は、乳腺撮影装置による「マンモグラフィ」、

そして超音波診断装置による「乳腺エコー」が一

般的でしたが、「Ingenia」の高診断能力により、
MRIによる画像診断という新しい選択肢が広がっ
たのです。 
整形外科領域の撮影でも、「Ingenia」は非常に有
用な検査が行えます。整形外科領域では筋肉、関

節、神経、靭帯等、繊細な診断が必要とされます。

ここでも新システムを導入し、非常に高い画素数

でこの細かい組織の描出を可能にしております。

高い画素数で撮影できるということは、拡大処理

した時に画像のボケが無くなるということを意味

します。この 2つの画像は同じように見えますが、
左が低い画素数の画像で、右が高い画素数の画像

です。2 つの画像を拡大処理すると違いが分るか
と思いますが、低い画素数では画像がぼやけてし

まい、高い画素数では細部まではっきりと確認で

きます。 
同じように、こちらは拡大した膝の画像になりま

すが、低い画素数の従来MRI装置の画像はぼやけ
て見えるのに対して、「Ingenia」では高い画素数
で細部まで明瞭に見えます。このように整形外科

領域で重要な、筋肉、関節、靭帯等の診断も、高

い精度で可能となります。 
下腹部の縦切りの画像ですが、腹部のMRI装置は
呼吸によるお腹の動きが、画像に影響を与えてし

まいます。自分で呼吸をコントロールできない患

者様は従来のMRI装置では画像に動きによる“ブ
レ”が出てしまいます。こちらの縦線が呼吸によ

るブレとなります。しかし「Ingenia」では呼吸の
動きに合わせた撮影をしてくれる最新のシステム

を搭載しており、これによって呼吸した状態でも、

画像がブレることなく、きれいに撮ることができ

るようになりました。 
同じように頭の写真ですが、やはり動きに影響を

受けてしまいます。患者様が検査中動いてします

と、左の画像のようにブレて出てきてしまいます。

右の画像は動き補正というシステムですが、こち

らの指示が入らない患者様や、不随意運動、痙攣

等でじっとしていることが困難な患者様でも、ま

るで動きの無いような画像を描出することができ

ます。 
従来の MRI 装置よりも高精細な画像を描出でき、
高度な診断能力が期待できることが皆様にもお分

かり頂けたと思います。しかし、「Ingenia」は画

像が鮮明に撮影できるばかりではなく、様々な最

新の特殊検査法に対応しております。 
まず、｢ファイバートラクトグラフィー｣という

撮影法で、脳内の神経線維、神経走行をコンピュ

ーターグラフィックにて 3D で立体的に表現する
撮影法です。脳腫瘍や脳梗塞があった時、この病

巣と運動神経との位置関係を調べることができ、

手術合併症や脳梗塞の予後の推定を行うことがで

きます。 
脳梗塞や動脈閉塞性疾患等、脳血管障害におき

まして、血行動態・血流動態（血液の流れ、循環）

の評価が重要とされております。この脳血流検査

は、一般的に PETや SPECTといった核医学検査
が臨床では広く行われておりますが、近年の技術

進歩によりこの血流動態評価も MRI で可能とな
りました。これは｢パーフュージョン｣と言われる

検査法で、脳血管障害に於いて、血流が不足、血

流が低下している部位を特定することができます。 
MRI による血流動態評価は PET や SPECT 等、
核医学検査に比べ放射線被ばくがなく、所要時間

が短いこと、また検査費用が安価であること、ま

た他の MRI 画像と組み合わせた評価ができるこ
と等の利点があり、臨床応用がすすんでおります。 
次に、「ファンクショナル MRI」という検査で
すが、この検査も血流動態を評価する検査です。

これは脳や脊髄の活動に関連した血流動態反応を

視覚化します。脳は活動している部位によって酸

素消費量、つまり血流量が変わってきます。声を

出す、音を聞く、手を動かす等、その一つ一つの

身体動作に関連した脳の部位を視覚化します。こ

れを臨床に応用すると、脳梗塞回復期の診断補助

や、脳腫瘍オペ前の運動野の把握、つまりその部

位を切除すると体のどの部分に障害が残るかの把

握が可能となります。 
｢MR スペクトロスコピー｣という検査法で、生
体内の分子の種類、成分等を調べることができま

す。細胞の代謝によりできた物質（代謝物質）を

測定し、その部位の病巣を特定します。認知症の

早期発見や、腫瘍の特定、脳梗塞の識別が行えま

す。MRI検査や CT検査で診断の判断ができない
ような難しい病変の場合には、「MRスペクトロス
コピー」は強力な手段になります。 
｢全身ディフュージョン検査｣も、先ほどのパー

フュージョン検査と同じく、核医学のスペクトの

代用検査として開発されたものです。こちらも放

射線被ばくがなく、検査時間が短い、そして検査

費用が安価であるという利点があります。頭部、

頸部、骨盤部、脊椎、乳腺等の炎症線疾患や癌の

転移巣検索に有用な検査です。数多くある

｢Ingenia」検査法を、一部ですがご紹介させて頂
きました。 
次に「Ingenia」で撮影された臨床画像を少しだ
けご紹介致します。 
こちらは膝の矢状断面、縦切りの写真です。膝

の関節の解剖は右の図の通りで、後ろから前に伸



びる靭帯が「前十字靭帯」と言います。左の図で

は綺麗に 1 本に繋がっている前十字靭帯ですが、
右の図では切れていることがわかります。こちら

は前十字靭帯完全断裂の症例です。このように細

かい靭帯の描出に「Ingenia」は非常に優れており
ます。 
次に「3.0T MRI装置」が一番得意とする頭部で

す。この画像は頭部の横断像（横切り・輪切り）

の写真ですが、左右に血腫を伴

う画像です。向かって左が硬膜

外血腫、右が硬膜下血腫になり

ます。余談となりますが、頭は

出血する部位によって病名が

変わります。頭の構造は外側か

ら、頭蓋骨、硬膜、くも膜、軟

膜という 3 層で大脳が覆われておりますが、出血
する部位によってこの出血名

が変わります。例えば、頭蓋

骨と硬膜の間で出血すると

｢硬膜外血腫・硬膜外出血｣と

なります。こちらは頭部の打

撲等によって、骨折を伴う場

合が多いです。そして硬膜と

くも膜の間で出血を起こすと、

｢硬膜下血腫・硬膜下出血｣となります。一番良く

聞くかもしれませんが、｢くも膜下出血｣、こちら

はくも膜と軟膜の間に出血を起こしたものです。

それぞれ画像上の特徴があり、硬膜下外血腫は凸

レンズ型をします。硬膜下血腫は三日月型に広が

り、そしてくも膜下血腫は、CT で判断しますが、
脳の形に添って出血が広がります。この 3 層の構
造上、こういった特徴が表れるのが、頭の出血の

画像です。 
以前より高精細に描出することが可能となった

血管撮影の画像です。頭頸部動脈は勿論のこと、

下肢や腹部、手指に至るまで、血管病変を診断す

ることが可能です。また従来のMRI装置では血管
撮影は非常に時間のかかる撮影でしたが、大幅に

時間を短縮して検査を行うことが可能です。 
この度導入の最新鋭MRI装置「Ingenia」、少し
でも興味を持って頂ければ幸いです。私個人の意

見では、画像診断装置の中で一番優れているのが

MRI装置、しかも当院に導入されるものはその中
でも世界最高のMRI装置です。しかしそんな素晴
らしいMRI装置にも注意点がございます。 

MRI装置は非常に強い磁石を利用していること
お話致しましたが、離れた所でも金属製品を手か

ら離すと MRI 装置の引力によって引きつけられ、
飛んでいきます。このMRI装置の構造原理である
強い磁石がネックとなります。そのためMRI室に
金属は持ち込めません。つまり、過去に手術等で

体内に金属を埋め込んでいる方等は、検査を受け

られない可能性があります。代表的な物にペース

メーカーがありますが、ペースメーカーご利用者

は絶対に入室してはいけません。生命に関わりま

す。また脳動脈クリップ、人工内耳、人工骨頭、

ステント置換術を受けられた方は、その手術で使

われた物の材質を確認しなければなりません。ま

たMRI室に持ち込めない物として、腕時計、メガ
ネ、ベルト、アクセサリー、入れ歯等、これらの

金属製品は持ち込めません。 
今回紹介させて頂いた最先端MRI装置「Ingenia」、
当法人の患者様のみならず、地域に於ける医療技

術の発展にも大いに貢献できるものと自負してお

ります。 
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若松君 大生病院、山本先生、本日は卓話よろし

くお願い致します。 
稲見君 大生病院、山本拓先生、卓話楽しみです。

よろしくお願いします。 
江原君 大生病院放射線科、山本拓先生、本日は

ようこそお出で下さいました。卓話楽し

みにしておりました。よろしくお願い致

します。 
寳積君 卓話の山本拓君、ちょっぴり緊張してま

すが、何回も練習して来たので、よろし

く。 
片山君 大生病院放射線科、山本拓先生、卓話楽

しみにしています。 
栗原(憲)君 大生病院放射線科、山本拓先生ようこ

そお出で下さいました。 
    早退させて頂きます。 
中谷君 大生病院放射線科、山本拓先生、本日卓

話よろしくお願いします。 
佐藤君 山本先生、若いパワー全開で卓話よろし

くお願いします。 
吉川君 また、続けてお休みしました。申し訳あ

りません。スカイツリーのお土産ありが

とうございます。 
美女軍団 大生病院放射線科、山本拓先生、よう

こそお出で頂きました。本日の卓話楽し

みにしていました。 
会員誕生祝 片山君 
夫人誕生祝 小幡君 
結婚記念日 寳積君 栗原(憲)君 栗原(成)君 
 
 


